
ヒューマンウェア博士課程プログラム平成 27 年度第四回企画運営委員会議事概要 

 

【日時】 2015 年 9 月 3 日（木曜）12 時から 13 時 

【場所】 情報科学 A 棟 308 室 

【出席（敬称略）】 清水（委員長・情）、尾上（情）、藤原（情）、村田（情）、若宮（情）、

松岡（サイバー）、難波（生）、平岡（生）、藤田（生）、細田一（情）、中野（生）、

田中（生）、石井（生） 

【欠席（敬称略）】 増澤（情）、細田耕（基）、井上（情）、谷田（情）、柳田(生)、大澤（生）、

近藤（生）、八木健（生）、石黒（基）、宮崎（基）、中村（基）、 

【陪席（敬称略）】 住吉（情）、深井（情/部門事務）、礒田（情/部門事務）、谷川（情/部門

事務）、岡本（情/部門事務）、森田（生/部門事務）、井汲（情/部門事務） 

 

配布資料 

  HWIP ホームページ教員用ページにアップしています。 (パスワード： HWinnovation) 

 

議題 

(1) 教務委員会（資料１） 

 各種カリキュラムが滞りなく進んでいることについて報告があった。 

① 1 年生イノベーション入門：7/31 講義済、現在企業訪問実施中 

② 1 年生研究室ローテーション： 現在実施中(11 月頃まで) 

③ 2 年生アウトリーチ講義 ：7/3 講義済、学外アウトリーチ 9/28 開催予定、学

外は中之島ラボカフェにて 11/25 に計画中。 

④ 3 年生インターンシップ： 海外 1 名実施開始、実施者の状況確認に Slack を

活用開始。 

 R-QE  

① 11 月頃実施の、2 回目のアドバイザリ委員会書類を R-QE の書類審査とする 

② 1 月 面接審査。一人 15 分の専門研究・融合研究に関するプレゼン＋質疑応答。

2 室で平行実施予定。  

アドバイザリ委員(指導教員)の先生方には、面接審査に断続的にご対応いただ

きたく調整をよろしくお願いいたします。 

⇒ ★ R-QE の実施日を 1 月 26 日午後に決定。 

(2) 選抜委員会：（資料２） 

 Pre-QE 日程 

① 2 回目のアドバイザリ委員会書類を Pre-QE の書類審査とする。 

② 面接実施日を 12 月 1 日 午前に決定。 

 第四期生入試日程について 



① 書類受付 2/22～3/2、書類審査 3/4、書類審査合格発表 3/7、面接審査 3/16、

判定会議(臨時企画運営委員会)3/17、合格発表 3/18 で決定。 

(3) 海外連携委員会（資料３） 

 現在の海外渡航状況について報告があった。 

インターンシップ 現在 1 名実施開始、短期渡航は派遣中を含め実施済み 11 名、

予定 7 名。 

 緊急連絡網を作成するとともに、プログラムの緊急対策チームを編成した。 

 インターンシップ希望者危機管理説明会(2 回目)を 9/9 に実施予定。出席予定学生

7 名。 

 Young Research Leader’s Workshop をシドニー大学講師を招いて 9/29-30 に実

施予定。履修生参加予定 16 名。 

 海外に渡航させる履修生について期間(インターンシップ、短期渡航)を問わず、外

務省旅レジに登録することを必須化した。 

(4) 産学連携委員会（資料なし） 

 現時点で 3 年生の国内インターンシップ 1 名実施開始。予定 1 名。 

(5) 広報委員会（資料５） 

 リーディングフォーラム 2015、10/24-25 東京で開催。 

① 当プログラムからの学生フォーラムに履修生 5 名、学外 1 名、特任 1 名が参

加登録。 

② その他ワークショップやスタッフセミナーに教員 8 名、学外担当者として日

立 赤津様、MSRA 池内様が参加予定。(支援事務室からも 1 名参加)。 

③ ポスターセッションは特任教員にて対応予定。 

 朝日新聞出版 AERA ムック本からの取材対応を実施。 

① 編集部が選んだ 11 プログラムが取材対象。8/11 に取材済。対象は清水先生、

一期生横田さんの 2 名。履修生をクローズアップする。 

 リーディング合同説明会、 10/8(木)17~19 時吹田、10/9(金)17~19 時豊中開催予定。 

 新しいパンフレットが完成した。主にプログラム担当者の変更に対応済。 

 新体制に伴い Web の各種ページ対応中。 

 今後選抜説明会(12,1 月)開催を計画予定。 

 平成 26 年度 年次報告書作成中。 

その他 

１）中間評価  現地調査について  (清水教授より) 

 10 月 30 日午前に評価委員が来学しての現地調査を実施予定。学外からは NEC 加

納様、堀場 臼井様に参加頂く。対応履修生調整未。 

 コーディネーターからの説明、その他、担当教員のみへのインタビュー、履修生

のみへのインタビュー、施設見学等が行われる見込み。事前に質問が送られるた



め、これに回答するかたちの実施となる予定。 

 その後 12 月～1 月に東京に赴いてヒアリングが計画される。 

２）OIST との交流会  (中野特任准教授より) 

 8/26 午前に OIST 学生 15 名＋引率教員 2 名が来学。履修生 14 名が参加し、ポス

ターセッションを実施。その後OIST学生はCiNet(大澤研、藤田研)の見学を実施。

(当初 25-26 日での来学予定が台風の影響で 26 日のみに変更された) 

３）GPI スキル熟達度診断について  (清水教授より) 

 近日中に履修生が診断開始予定、その後、指導教員の評価入力の依頼も開始され

る予定。 

４）新組織体制について  (清水教授より) 

 責任者・コーディネーターの交替および各委員会メンバを確認。ML の構成も再度

確認いただきたい。 

５）コーディネーター会議(学内)について (清水教授より) 

 支援終了後のリーディングの継続については、引き続き議論を行っていく。 

６）生命機能研究科共催若手合宿 実施報告 (田中講師より) 

 海外学生全 15 名を招聘し、7 月 15-17 日(2 泊 3 日)、奈良県で実施済。 

 招聘学生を含め、合宿前後に履修生自主イベント(ワークショップ、ラボツアー等)

も実施された。 

７）西尾先生の最終講義を 11 月 20 日(金)(リーガロイヤルホテル) を開催  (尾上教授よ

り) 

 プログラム関係教員には案内が行く予定です。ご参加よろしくお願いいたします。 

 

次回は 10 月 2 日(金)  12:00-13:00 情報科学研究科 A 棟 3 階 A308 開催予定。 

 


